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マテリアリティ（優先すべき重要課題）の見直しについて 

 

 

当社はこのたび、サステナビリティに関するマテリアリティ（優先すべき重要課題）の見直し

を行いましたので、お知らせいたします。 

 

2022 年４月より開始した中期経営計画 「“Beyond Our Limits” ～異次元への挑戦」において、

「社会的価値の追求・社会的正義の遂行なくして企業の存在価値なし」との信念に基づき “Social 

Value & Justice（SVJ）” comes firstをすべての行動の前提と定め、SVJ KPIを設定するなどサステ

ナビリティへの取組みを強化して参りました。この取組みを更に推進するため、当社では 2020年

に特定したマテリアリティの見直しを実施し、以下の通り新たに特定しました。 

 

重点分野 重点課題 
 

豊かなライフマネ
ジメントの実現 

• 家計の資産形成のサポート 
• 感動エクスペリエンスの提供 
• 金融教育の機会提供による金融リテラシーの向上 

 

イノベーション 

• デジタル等を活用した先進的な金融サービスによる多様化する
ニーズへの対応 

• スタートアップを含むイノベーションに挑む企業への支援による
社会課題解決 

• サステナブルな社会の実現に寄与する商品・サービスの提供 
 

パートナーシップ 
• 地域金融機関との協働拡大による地域経済の活性化、地域創生 
• 金融業界を超えた幅広いパートナーシップ構築による多様な顧客
ニーズへの対応  

ウェルビーイング 

• エンゲージメントの向上 
• 健康経営 
• 多様な人材が多様な環境で安心して活躍できる職場環境の整備
（DE&I) 

• 社員の専門性向上のための教育支援 
 

グリーン 
• 金融事業を通じたグリーンでサステナブルな社会の実現支援  
• 自社の脱炭素化をはじめとする環境負荷削減 

 

 

 今回の見直しにおいては事業へのインパクトに加え、各種国際ガイドライン、SDGs、ESG評価、

最新の社会動向等の幅広い視点を考慮のうえ検討し、社内外との意見交換、SVJ 協議会での討議

を経て機関決定しています。 



２ 

 

今後も、当社の経営理念である『金融機能の担い手として、お客様の資産形成や資本の充実に

貢献する』事業活動を通じて常にイノベーティブであるとともに、地域・人・地球環境を大切に

し、企業価値向上と持続可能な社会への貢献を目指してまいります。 

 

【当社のサステナビリティの取り組み】 

https://www.tokaitokyo-fh.jp/sustainability/ 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせは、広報・IR 部 03-3517-8618 までお願いいたします。 

 


